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 流通部門が独立して存立できる条件整備が進展しつつある。

 このような環境変化の下では、従来からの「石油の安定的かつ低廉な供給」というスローガンは、

 これまでのように原油確保から精製段階で完結するものではなく.むしろ安定的で安価な石油製品

 が現実化される最終消費段階までの製品流通を強調するものとなる。それゆえ、新たなる'市場環境

 を背景にしたわが国の石油流通システムのあり方に関する考察は、今日的に重要な課題をなすとい

 える。

 2.本研究の灘的と分析の視座

 本研究の目的は、石油流通システムを形成してきた諸要因を包括的、史的に分析することによっ

 て、石油流通システムの持つ特性を理解した上で、現代における効率的・効果的な石油流通システ

 ムの方向性を探求することにある。

 一般的に流通システムは、環境諸要因との相互依存関係の中で、特定の場所で、特定の時期に、

 特定の態様をもって成立する。流通システムは「歴史的社会的」に成立するある種の特殊性を持っ

 ており、その制度が形成された過程の分析を伴わなければ正確に理解することはできない。

 このことから本研究は、1870年代における燈火流通システムの生成から2000年までの約130年間

 を考察対象期間とし、特に1910年代から登場し、現在の中核油種であるガソリン流通を中心に歴史

 的過程分析を行った。この分析においては、諸要因の中でも、「政府による規制」、「取引慣行」、そ

 して「小売営業形態(業態)」に着目した。

 規制に着目したのは、石油流通は過去の大半の期間を政府の管理下におかれ、規制は流通機構、

 競争、業態の形成までを広範に規定する流通システムの外生的な環境要因として存在してきたこと

 による。規制の影響は、規制が固定してきた業務環境とその期間における市場環境の変化との乖離

 に集約され、規制緩和の影響はこの調整過程として現れる。

 一方、取引慣行は、基本的にその製品特性に基づいて形成される。石油製品はその特性から、効

 率的な生産、貯蔵、輸送、そして販売には計画性と安定性、専用設備が必要となる。さらに.一度

 債権上の問題が発生すると差し押さえる品物が存在しない消耗品にもかかわらず、取引金額が大き

 いことから、取引には債権の保全が前提とされてきた。これらのことから石油産業企業は、製品特

 性を基礎に許されるオプションの中から、競争に耐え得るもっとも効率的で効果的な流通手法とし

 て、継続的取引の一形態である系列取引を選択してきた。

 しかも規制は撤廃と同時に姿を消すが、取引慣行は漸進的、緩やかにしか変化しない。これは流

 通機構を構成する各主体の現実的対応を必要とし、それを現実化するための社会的諸条件が整わな

 ければ、現実には変化しないことに起因する。この取引慣行の慣性はまた、環境との適応において、

 粗悪ガソリン、中小石油販売業者の経営悪化、不当廉売など社会問題として取り上げられる。

 規制緩和はわが国を含めて石油流通に大きな変革をもたらしているが、その変革がもたらしてい

 る混迷は、規制緩和による環境変化へのベクトルと取引慣行など規制時代に形成されたベクトルが

 お互いに交錯する中からもたらされているものである。
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 いることを示した。

 第H部では、わが国の石油流通システムの持つ特質を、精製・元売と販売業者との組織間関係に

 関わる諸要因から分析した。

 まず、元売のマーケティング・チャネルをシステム間競争単位と位置付け、これを方向付ける資

 源として元売のパワー基盤の考察を行い、システムを有効に機能させるメカニズムとしての「経営

 の相互安定システム」の存在を朋らかにした。

 次に、わが国の石油流通システムの特徴である元売系列と大手特約店系列の交錯した状態の形成
 過程を分析し、これが政府の完全系列化政策、構造改革政策、物流と商流の分離、そして特約店の

 行動自由度の許容からもたらされたことを示した。この考察を踏まえて、系列外製品の持つ機能と

 発生の仕組みを明確にした後、本来効率的流通にとって不可欠な系列外製品が流通を混乱させた原

 因は日本的取引慣行と系列意識にあることを明らかにした。そして、取引慣行問題の中心となって

 きた商標権問題と事後調整を通して、日本的取引慣行が果たしてきた役割を考察した。

 第皿部では、流通規制と規制緩和がどのように業態の進展に影響を与えてきたか、また業態間競

 争と異業種問競争が石油流通システムをどのように変革してきたかを考察した。

 まず業態の展開過程に沿って、セルフサービス方式の普及と給油機器の高度化による業態間競争

 が早期に行われてきた米国、異業種参入の影響と対抗の検証としてフランスと英国、精製・販売の

 分離がもっとも進み、究極の販売形態といわれる自動販売機化が進んでいる北欧3力国を対象に個

 別に分析し、流通規制と規制緩和が業態進展に与えてきた要因と小売業態の変化についてまとめた。

 次にこれらの考察を踏まえて、規制下の「価格差と販売量に格差がないこと」を前提に成り立っ

 てきた小売競争構造が、「価格差と販売量の格差」を前提にした業態の参入によって変化する状況

 を明らかにし、大量販売を可能にする業態の参入が、給油所を核とした収益源の複合化、新業態開

 発、既存業者による対抗を通して、新業態の普及を促進することを示した。

 終章においては、石油流通システムの方向性と課題に関する考察をおこなった。まずr規制と規

 制緩和がもたらしたもの」を設備規制、価格規制、固有コストから総括した。そして日本的取引慣

 行の維持を可能にしてきた環境から、契約をもとに透明で公正な取引を必要とする環境への変化要

 因を析出し、「石油の安定的かつ低廉な供給」を現実にする効率的・効果的な石油流通システムの

 構築には、消費者の選択を有効ならしめる公正な競争基盤の整備がすべてに優先されなくてはなら

 ないことを示した。

 論文審査結果の要旨

 本論文は、わが国における石油流通システムの特質に関し歴史的な分析を行うと共に、規制緩和

 後の当該流通システムのあるべき方向性を提示したものである。

 序章および第1部(第1章から第6章)では、わが国石油流通システムの今日的な研究意義をふ

 経!4
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